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新型コロナウイルス肺炎解析論文

2021年夏

迅速な社会還元

未知のウイルス感染症が出現した時に、病理組織解析が大きな力となりました。2021年コロナ禍の真っ最中、北大の微生物の福原先生から、コロナウイルスを感染せた
ハムスターの肺炎像をみてくださいという依頼をうけました。G2P-Japan（代表佐藤佳教授）の進める研究とのことでした。ハムスターの解析の経験はありませんでし
たが、まずは切り出して標本を作成して（①）、お盆を一週間返上して朝から晩までHE標本を見直して組織評価のスコアリング法を確立しました（②）。デルタ株の研
究論文が受理されて、この病理組織解析が役に立ちそうだということで、オミクロンが出現して病原性が社会問題問題となった際には、12月10日に北大にウイルスが到
着して、寝る間もなく2週間突貫工事で解析をして結果を出しました。チーフの佐藤先生が12月26日Twitter配信して翌日報道ステーションで報道となりました。自分自身
はウイルス学者でもなく呼吸器病理専門でもありませんが、よりどころになったのは日々のCPCで呼吸器内科の先生とのdiscussionでした。未知の病原体が出現した際に、
組織病理学の力が病態解明に極めて重要である、ということがあらためてわかりました。若手病理医・研究者の皆様にお伝えできればと思います。

①ハムスターモデル

③オミクロン株の病原性の解明と発信



腫瘍病理学教室とG2P-Japanの共同研究論文
Shinya Tanaka: Co-corresponding author
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